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④－２事業者間調整の一例

第１回調整（４月～５月） ・・・ 結論出ず

第２回調整（６月） ・・・ 結論出ず

第３回調整（７月～８月） ・・・ 結論出ず

有限会社○○

提案内容例提案内容例

○○株式会社

（株）○○

＿○○

財団法人○○

状 況状 況

当社登録名義

申込名義 受付可否

ＯＫ

弾力化提案
（２００７．４．２４）

弾力化提案
（２００７．４．２４）

ＯＫとしては？

ＯＫとしては？

株式会社○○

ＯＫ

ＯＫ

・
・
・

現 状 ル ー ル

■事業者間調整が容易であると考えられていたＡＤＳＬの回線名義人に関する確認ルールについてさえ、

その調整に約１年にも及ぶ長期の期間を要しました。

（当社から各社に具体案を提案しましたが、賛否両論が提起され、調整が長期化）

■事業者間調整が容易であると考えられていたＡＤＳＬの回線名義人に関する確認ルールについてさえ、

その調整に約１年にも及ぶ長期の期間を要しました。

（当社から各社に具体案を提案しましたが、賛否両論が提起され、調整が長期化）

※主な反対理由：ご本人が「正式に申し込んだ覚えがない」とされるケースが生じており、弾力化を図った場合、安易な代行申込みを助長する。

２００８年４月、約１年にも及ぶ長期の調整
を経て、ようやく調整が完了



32

■当社の分岐方式は、既にダークファイバ１芯線単位、ＯＬＴは１パッケージ（ＯＳＵ）単位といった

設備の最小単位で貸し出しをしております。

■また、ＯＬＴ等を自ら設置することも可能であり、現に他社は９２０ものビルにＯＬＴ等を自前で設

置しております（事業者振り分けスイッチを置くだけで共用可能）。

■当社の分岐方式は、既にダークファイバ１芯線単位、ＯＬＴは１パッケージ（ＯＳＵ）単位といった

設備の最小単位で貸し出しをしております。

■また、ＯＬＴ等を自ら設置することも可能であり、現に他社は９２０ものビルにＯＬＴ等を自前で設

置しております（事業者振り分けスイッチを置くだけで共用可能）。

他社は当社と同様なアクセスサービスの提供が十分可能

事業者
振り分け

ＳＷOLT

ＳＰ

ＳＰ

・
・
・

他社
ＩＰ通信網

他社
ＩＰ通信網

他社他社

O
S
U

局舎コロケーション

他社は920ビル※に自前設置済
※東日本エリアのみ

（事業者振り分けＳＷを置くだけで共用可能）

OLT

ＳＰ

ＳＰ

・
・
・ ＮＴＴ東西

ＩＰ通信網

ＮＴＴ東西
ＩＰ通信網

ＮＴＴ東西ＮＴＴ東西
O
S
U

（当社設備の貸し出し実績は皆無）

貸出単位
１芯
単位

１芯
単位

装置
単位

パッケージ
（ＯＳＵ）

単位
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■共用を要望されている７社※は、約９００万のブロードバンドユーザを有しており、当該事業者様

同士でＯＬＴを共用することによって、効率的なサービス提供が十分可能です。

※アッカ・ネットワークス殿、イー・アクセス殿、ＫＤＤＩ殿、ソフトバンクテレコム殿、ソフトバンクＢＢ殿、ＴＯＫＡＩ殿、ビック東海殿

■共用を要望されている７社※は、約９００万のブロードバンドユーザを有しており、当該事業者様

同士でＯＬＴを共用することによって、効率的なサービス提供が十分可能です。

※アッカ・ネットワークス殿、イー・アクセス殿、ＫＤＤＩ殿、ソフトバンクテレコム殿、ソフトバンクＢＢ殿、ＴＯＫＡＩ殿、ビック東海殿

他社は効率的なサービス提供も十分可能

他社他社
他社

ＩＰ通信網

８分岐

OLT

・
・
・

（出典：総務省公表値 H19.12月末時点）

６９万＋αＦＴＴＨ

７８１万＋αＡＤＳＬ

８５０万＋α合計

ＮＴＴ東西ＮＴＴ東西 ＮＴＴ東西
ＩＰ通信網

８分岐

OLT

・
・
・

８０９万ＦＴＴＨ

４８６万ＡＤＳＬ

１,２９５万合計

共用要望を出されている
７社合計のブロードバンド

顧客基盤

（注）この他、直収電話で４９７万
（ＫＤＤＩ殿及びソフトバンクテレ
コム殿のＨ20年３月期決算資
料よりＨ20.3月末時点 ）、携
帯電話で４，７１７万（総務省
公表値 H19.12月末時点）の
顧客基盤を有する。
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ＫＤＤＩ殿がＮＴＴに匹敵するＦＴＴＨユーザを獲得することは十分可能

②２年間で８，０００億円※の投資余力

3,917
4,360

Ｈ１９年度 Ｈ２０年度（計画）

（億円）

③電力系事業者２社を自社傘下へ

①４，０００万もの顧客基盤

電話 ：842万

FTTH ：71万

ADSL ：140万

携帯電話 ：3,034万

■光ファイバを自ら構築すること、ＮＴＴに
匹敵するＦＴＴＨユーザを獲得すること
は十分可能（電力系事業者の買収に
より既に相当量の光ファイバを保有し
ております）

全て自前で構築

OLT

ＳＰ

ＳＰ

・
・
・

ＫＤＤＩ殿

ＩＰ通信網
Ｏ
Ｓ
Ｕ

■光ファイバを自ら構築しなくても、ＮＴＴ
から借り受けた光ファイバを利用して、
ＮＴＴに匹敵するＦＴＴＨユーザを獲得す
ることも十分可能

ＮＴＴから借り受け

（出典）ＫＤＤＩ社 2008年3月期決算説明会資料（平成20年4月24日）
及び2007年3月期 有価証券報告書（平成19年6月21日）

ＫＤＤＩ殿の経営資源

※移動体事業単体の設備投資額

『作るか』

『借りるか』

■東京電力（光通信事業）
２００７年１月１日合併
事業譲渡額 約１,1００億円

■中部テレコミュニケーション
２００８年４月１日子会社化
買収額 約４００億円
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営業収益

19,012

449

通信各社の財務状況

35,962

4,004

27,761

3,242

単位：億円

【平成１９年度決算状況（営業収益／営業利益）】

ＮＴＴ東日本 ＮＴＴ西日本 ＫＤＤＩ殿 ソフトバンク殿

営業収益 営業利益 営業収益 営業利益営業収益 営業利益 営業利益

47,118

8,083

営業収益 営業利益

ＮＴＴドコモ

ＮＴＴ東西とＮＴＴドコモは
独立法人として独立採算の下で運営。

20,027

139

（出典）各社2008年3月期決算説明会資料及び当社調べ




